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	対象
	参加しやすい曜日・時間
	回数・その他

	子育て中の母親
	平日の午前。火・木・金が都合がよい。
水曜日は、幼稚園や小学校が早帰りのことが多いので、避ける。
子供の体調に左右されることが多いので、気候が安定している初夏や秋がお勧め。
	・仲間づくり等の観点から２～３カ月の連続講座でも可能。
・大人同士の会話を欲しているため、話し合い中心が好まれる。
・話を聞くだけの講座なら４回程度が適当。ただし、この場合３０分は話し合う時間を設定する必要がある。
⇒エンディングプログラムを参照

	若い父親
	日曜日の午前。
子供の夏休みの終わり。
（夏休みの終わりは、参加率が高い）
	・仕事が忙しいため連続講座は難しい。
・連続講座であっても、一回だけの参加でも可とするなど、参加しやすい場をつくる。
・子供と一緒であれば、参加する傾向がある。

	男性
	
土曜日・日曜日。
（働いている方が多いため）
	・仕事の都合があるため、連続講座は難しい。
・料理には関心が高いので連続講座の場合は、講義と料理を組み合わせ、料理は後半にするとよい。
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 (
対象者を
しぼってしまったら、
ますます人が集まらないのではないかと心配です。
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 (
そうですね。
確かに、
私もかつては
、老若男女どなたでも来られるようにと、対象者をしぼらずに講座を開催したことがありましたが、ほとんど人が集まらなかったという苦い経験があります。
　
しかもそういう時の講座では、講師の方々も誰が聞いてもいいような一般的な話しかなさらないので、連続
講座であれば、回を重ねるごとに
人が来なく
なってしまう
ん
です
。
)
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「わたしへのごぼう
び
講座」では、
３０名募集して、７６名の応募
があったそうですね。
（右ページ参照）
)


 (
　
はい
。
この講座では、家庭で一人苦労している若いお母さんになんとかして来てほしくて、「保育つき」という言葉を入れ、さらに「保育つき」と入れても、年配の方も来られることがあるので、
４５歳以下としました。来てほしい
対象者を明確に
しぼ
った
ことで、
応募数
が明らかに増えました。
)
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 (
これまでの経験や、アンケートの結果から
分かった対象者別の行動パターン
をまとめてみました
。企画する際に参考にしてみてください。
)




 (
「わたしのごほうび講座」では、主として乳幼児をお持ちのお母様方を対象にしていましたので、
赤ちゃんの
イラスト
を選び大きく中央に配置し
ています
。
　イラストを複数使う場合には、
タッチを統一するために同じ作者にする
ことが大切です。また、シニア向けのチラシだからといって、おじいさんやおばあさんのイラストを選ぶのは避けましょう。高齢者扱いは、嫌がられます。
)
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